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論文内容の要旨

本論文は，単一モード光ファイバの基本伝送特性である損失特性，分散特性，偏光特性及び非線型特

性に関し，長距離光海底ケーブjレにおいて特に問題となる諸特性に関する研究成果について記述したもの

で，以下の 7 章から構成されている。

第 1 章では，本研究の歴史的背景を記述し，本研究の目的及びその概要について述べている。

第 2 章では，単一モード光ファイパの基本伝送特性である損失特性，分散特性，偏光特性及び非線型

特性の基礎理論について述べ，乙れらの特性の長距離光海底ケーフ守ル通信システムに与える問題点を提

起している。

第 3 章では，海水が光海底ケーブル内に浸透した場合，海水と海底ケープ‘ル内の金属との電気化学反

応によって発生した水素が光ファイパ内に拡散し 光ファイパの損失が増加するという現象の発見経緯

について述べている。そして，水素分子の光ファイパ内への拡散によって発生する光ファイパの損失増

加には，水素分子の分子振動に起因する吸収損失と，水素分子と光ファイパの母材である Si02 との化

学結合 iとより発生する OH基による吸収損失の 2 つがあることを示し 乙れらの諸特性を明らかにして

いる。

第 4 章では，時間分解能 0.1 ps 以下の新しい偏波分散測定法を提案し，この測定法により，長尺単一

モード光ファイパの偏波分散を測定している。そして その測定結果をもとに 長距離光海底ケープール

における単一光ファイパの偏波分散特性を明らかにしている。

第 5 章では，単一モード光ファイバの直交する 2 つの偏光方向で、伝送損失が異なる場合に発生する光

ファイパからの出射光の出力変動(偏光モード雑音)について，その特性を明らかにしている。偏光モ

-502-



ード雑音の抑制手段の 1 つである光源の無偏光波化について，その諸条件を明らかにしている。

第 6 章では，単一モード光ファイパ内で発生する非線型現象のうちで，光増幅が可能な誘導ラマン散

乱について，その光増幅特性を明らかにしている。そして，将来の長距離光海底ケープ、ル通信システム

として，誘導ラマン散乱による光増幅を用いた場合の無中継伝送距離を明らかにしている。

第 7 章では，本研究の成果についてまとめ，本論文の総括を行っている。

論文の審査結果の要旨

本論文は長距離光海底ケーフソレに使用される単一モード光ファイパにおいて特に重要な損失，分散，

偏光ならびに非線型などの伝送特性について研究した結果をまとめたもので，主な成果を要約すると次

の通りである。

(1) 光海底ケーブルを布設した際発生する伝送損失の経時的増加の原因が 光ファイパ中に拡散する水

素にある乙とを見出している。又，乙の水素が Si O2 と化学結合することによって生成される OH基

は不可逆的ケーブノレの劣化原因となる乙となどを明らかにし それらへのいくつかの対策を提案してい

る。

(2) 単一モード光ファイパ中に存在する弱い偏光性が，長距離通信に及ぼす影響について検討し，さら

に偏光方向による伝送損失差が出力光強度に大きな変動を起す乙とを見出している。この偏光モード

雑音の抑制には無偏光な光波の使用がきわめて有効であることを示している。

(3) 単一モード光ファイパ内で発生する誘導ラマン散乱を用いて，連続して光増幅する手法を提案し，

乙れを長距離通信lζ適用して，理論的には 4 0 0 km 以上の無中継伝送が可能となる乙とを示している。

以上のように，本論文はより高度な光通信方式に単一モード光ファイバを導入する際に生ずると予想

される種々の課題に関して，多くの重要な知見を得ており，電子工学とくに光ファイパ通信技術の発展

に寄与すると乙ろ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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